
令和４年度予算…２　３月定例会 議案審議…４　常任委員会審査Ｑ＆Ａ…７　審議結果一覧…８　市政を問う！一般質問…９

あさひ議会だより ３月定例会の内容をわかりやすくお伝えします。

ぎ か い T I M E S
令和４年６月１日発行 No.65

C ON T E N T S

大原幽学ゆかりの田んぼで田植え体験。かすりの着物を
着た子ども達が、泥だらけになりながら一生懸命苗を植
えていました。

幽学の里で米づくり交流



一
般
会
計
予
算

２
８
７
億
１
０
０
０
万
円

令
和
４
年
度
予
算

一般
会計

福祉や教育、道路整備など、市の基本的
な事業を行うための会計

令和４年度予算 前年度予算
287億1,000万円 298億9,000万円

特別
会計

国民健康保険のように、保険料を徴収し
て特定の事業に充てている場合など、一
般会計と区別する必要がある事業の会計

令和4年度予算 前年度予算

177億6,500万円 174億1,500万円

内
　
訳

病院事業債管理 25億9,100万円 27億9,400万円

国民健康保険事業 （事業勘定） 89億円 84億8,000万円
（施設勘定） 8,200万円 8,400万円

後期高齢者医療 7億8,500万円 7億4,800万円
介護保険事業 54億 700万円 53億 900万円

企業
会計

民間企業のように、利用料金などの収益
で運営している事業の会計

令和４年度予算 前年度予算
29億6,425万1千円 25億5,198万円

内
訳

水道事業 19億3,139万7千円 16億3,935万円
公共下水道事業 9億1,308万9千円 8億2,589万2千円
農業集落排水事業 1億1,976万5千円 8,673万8千円

各会計別の予算

　歳入面においては、市税等の増が見込まれるものの、新型コロナウイルス感染症の感染
拡大の再流行による経済への影響の長期化などから、今後の歳入を取り巻く環境は厳しく
なることが見込まれる。

　歳出面においては、人口減少や少子高齢化対策、安全・安心なまちづくり等を積極的に
推進する中、社会保障関係費の増加や、新型コロナウイルス感染症への対応、また、公共
施設等の維持・更新経費の増加などにより財政需要の増大が見込まれる。

繰越金…2.1%
6億円
繰越金…2.1%
6億円
諸収入…3.3%
9億4,849万円
諸収入…3.3%
9億4,849万円

地方交付税…31.0%
89億円

市税…25.9%
74億1,980万円

地方消費税交付金…5.5%
15億9,000万円
地方消費税交付金…5.5%
15億9,000万円

県支出金…6.7%
19億664万円
県支出金…6.7%
19億664万円

国庫支出金…11.0%
31億6,663万円
国庫支出金…11.0%
31億6,663万円

市債…7.4%
21億2,890万円
市債…7.4%
21億2,890万円

そのほか…7.1%
20億4,951万円
そのほか…7.1%
20億4,951万円

歳入

農林水産業費…3.6%
10億4,742万円
農林水産業費…3.6%
10億4,742万円
消防費…3.8%
11億767万円
消防費…3.8%
11億767万円

民生費…32.9%
94億5,228万円

衛生費…13.9%
40億957万円

教育費…9.0%
25億7,318万円
教育費…9.0%
25億7,318万円

土木費…10.3%
29億5,192万円  
土木費…10.3%
29億5,192万円  

総務費…12.6%
36億1,140万円
総務費…12.6%
36億1,140万円

公債費…11.0%
31億5,191万円
公債費…11.0%
31億5,191万円

そのほか…2.9%
8億462万円
そのほか…2.9%
8億462万円

歳出

子育て支援や福祉
に使うお金です。

自治体の規模や財政
力に応じて国から交
付されるお金です。

借金の返済に
使うお金です。

世代間の負担公平
性のため、市が借
りるお金です。
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令和４年度予算　注目事業

　映画やドラマ等の作品の舞台を訪
れてもらうロケツーリズムの推進に
より、地域の活性化を図る。

1572万円
シティプロモーション

　海上分署と飯岡分署を統合し、統
合分署を新築する。今年度は設計業
務委託料を計上。

1975万円
消防分署整備

　令和４年４月24日にプレオープ
ンした旭市サッカー場。今年度は照
明設備を設置。

2025万円
サッカー場整備

　移住コーディネーターとして地域
おこし協力隊を活用し、地域の魅力
の再発見やそのＰＲ等を行う。

235万円
地域おこし協力隊

　第２子に10万円、第３子以降に
20万円の祝金を支給。

2880万円
出産祝金支給

　基幹産業である農業の維持・発展
を図るために、新規就農者の確保と
育成を含めた総合的な支援を行う。

4311万円
新規就農支援

　市内在住の39歳以下の若者世帯
が新たに市内業者により住宅を新築
した場合に奨励金を交付。

1740万円
若者世帯住宅取得奨励金

　今年度はタブレット端末等ＩＣＴ
機器の教職員への操作研修や、授業
支援などを行うＩＣＴ支援員派遣業
務委託料などを計上。

1億358万円
教育の情報化推進

　空き家等の改修、解体に対して補
助を行うことで空き家等の解消と活
用を図る。限度額50万円。

100万円
空き家改修・解体に補助

pick up

新規 新規 新規

新規

新規
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議案
第１号

令
和
４
年
度

旭
市
一
般
会
計
予
算

ふ
る
さ
と
納
税
増
額

　
今
年
度
予
算
の
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
見
込

額
は
１
億
５
千
万
円
。　

問
前
年
度
か
ら
大
幅
増
と
な
っ
て
い
る
が
、

１
億
５
千
万
円
と
見
込
ん
だ
根
拠
は
。

答
本
年
２
月
末
時
点
で
、
初
め
て
本
市
へ
の

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
が
１
億
円
を
超
え
、

こ
れ
ま
で
の
伸
び
率
を
勘
案
し
て
３
割
増
の
１

億
３
千
万
円
。
ま
た
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
を
始
め
た
た
め
、
そ
れ
を
２
千
万
円
と
見

込
み
、
合
計
で
１
億
５
千
万
円
の
見
込
み
と

な
っ
た
。

若
者
の
住
宅
購
入
に
奨
励
金

　
市
内
在
住
の
39
歳
以
下
の
若
者
世
帯
が
新
た

に
市
内
業
者
に
よ
り
住
宅
を
新
築
し
た
場
合
に

奨
励
金
を
交
付
。

　
基
礎
額
を
20
万
円
、
中
学
生
以
下
の
子
が
い

る
場
合
１
人
あ
た
り
10
万
円
、
親
世
帯
と
同

居
・
近
居
し
て
い
る
場
合
10
万
円
の
加
算
。
今

年
度
見
込
み
件
数
は
42
件
。

問
件
と
見
込
ん
だ
根
拠
は
。

答
39
歳
以
下
の
住
宅
取
得
件
数
の
過
去
３
年

間
平
均
が
1
3
9
件
で
あ
り
、
そ
の
う
ち

市
内
業
者
に
発
注
し
た
も
の
を
３
割
と
し
て
42

件
と
見
込
ん
だ
。

お
ひ
さ
ま
テ
ラ
ス
の
管
理
運
営

　
多
世
代
交
流
施
設
「
お
ひ
さ
ま
テ
ラ
ス
」
の

管
理
運
営
を
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
株
式
会
社
に
指
定

管
理
委
託
。
指
定
管
理
料
は
9
7
2
8
万
円
。

そ
の
他
、
お
ひ
さ
ま
テ
ラ
ス
の
フ
ロ
ア
賃
借
料

は
3
8
6
5
万
３
千
円
。

問
指
定
管
理
料
の
具
体
的
な
内
容
は
。

答
施
設
の
管
理
運
営
及
び
施
設
内
で
展
開
す

る
ソ
フ
ト
事
業
等
に
係
る
費
用
と
し
て

7
5
6
8
万
円
、
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活

用
し
て
実
施
す
る
地
域
人
材
育
成
の
た
め
の
外

部
人
材
招
聘
費
と
し
て
2
1
6
0
万
円
。

問
お
ひ
さ
ま
テ
ラ
ス
の
フ
ロ
ア
賃
借
料
の
契

約
内
容
は
。

答
契
約
期
間
は
令
和
４
年
度
か
ら
令
和
33
年

度
ま
で
の
30
年
間
。
賃
料
は
月
額
３
２
２

万
１
千
円
で
、
年
額
３
８
６
５
万
３
千
円
。

転
入
し
た
新
規
就
農
者
に
家
賃
補
助

　
市
外
か
ら
の
労
働
力
の
確
保
や
定
住
促
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
外
か
ら
転
入
す
る
新

規
雇
用
就
農
者
に
対
し
家
賃
を
助
成
。

問
具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

答
月
額
上
限
５
万
円
を
最
長
３
年
間
支
援
す

る
も
の
で
、
今
年
度
は
10
名
を
見
込
ん
で

い
る
。

地域の新たな交流の場　おひさまテラス

ふるさと納税人気上位の返礼品

３月
定例会 議 案 審 議

会期　３月１日〜３月22日（22日間）

市長提出議案
●予算案件���������������� 11件
●条例案件�������������������9件
●その他案件���������������2件
●人事案件�������������������3件

　この定例会には、令和４年度各会計予算、令和３年度各補正予算、条例の制定・一部改正、人事案件、
専決処分など25議案が市長より提出され、いずれも原案のとおり可決・同意・承認されました。
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答
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
育
英
資
金

の
申
し
込
み
状
況
は
近
年
増
加
傾
向
が
続

い
て
い
る
。
今
年
度
に
つ
い
て
も
多
数
の
申
し

込
み
が
予
想
さ
れ
、
選
考
の
結
果
で
支
給
決
定

者
が
多
い
場
合
で
も
、
支
給
に
つ
い
て
の
検
討

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

畜
産
の
臭
気
対
策

　

令
和
元
年
度
か
ら
開
始
し
た
畜
産
環
境
フ

レ
ッ
シ
ュ
事
業
は
、
臭
い
の
軽
減
効
果
の
あ
っ

た
飼
料
添
加
剤
の
導
入
や
、
臭
気
の
拡
散
を
防

ぐ
資
材
の
経
費
の
一
部
を
支
援
す
る
事
業
と
し

て
実
施
。

問
ど
の
程
度
効
果
が
あ
る
の
か
検
証
し
た
の

か
。

答
飼
料
添
加
剤
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
数
値

的
に
は
臭
い
が
減
っ
た
り
増
え
た
り
、
上

下
し
て
い
る
状
況
だ
が
、
畜
舎
周
辺
の
方
か
ら

は
臭
い
が
減
っ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い
る
。

　
臭
気
の
拡
散
を
防
ぐ
資
材
の
効
果
に
つ
い
て

は
、
数
値
的
に
も
だ
い
ぶ
効
果
が
出
て
い
る
状

況
。

都
市
計
画
の
見
直
し

　
令
和
４
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の
４
年

間
で
、
市
全
域
を
対
象
に
都
市
計
画
区
域
の
指

定
に
関
す
る
調
査
、
検
討
を
行
い
、
都
市
計
画

決
定
に
必
要
な
図
書
の
作
成
を
行
う
。

問
令
和
４
年
度
の
事
業
内
容
は
。

答
今
年
度
は
資
料
収
集
や
上
位
関
連
計
画
と

の
整
理
と
い
っ
た
計
画
準
備
、
都
市
計
画

区
域
の
指
定
方
針
と
指
定
基
準
の
検
討
、
建
築

動
向
調
査
、
県
庁
内
や
県
の
関
係
機
関
と
の
協

議
を
行
う
予
定
。

問
住
民
の
方
々
が
納
得
し
な
い
ま
ま
進
め
る

と
、
税
や
建
築
の
問
題
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な

る
の
で
、
住
民
の
意
向
を
調
査
す
る
べ
き
で
は
。

答
令
和
２
年
度
に
都
市
計
画
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
、
３
０
０
０
名

中
１
４
２
８
名
の
方
か
ら
回
答
を
も
ら
っ
て
お

り
、
そ
の
中
で
約
７
割
の
方
が
都
市
計
画
を
望

ん
で
い
る
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
今
後
市
民
へ

の
説
明
会
の
実
施
も
考
え
て
い
る
。

育
英
資
金
の
給
付

　
高
校
、
専
門
学
校
、
大
学
な
ど
へ
進
学
を
予

定
し
て
い
る
人
や
在
学
し
て
い
る
人
で
、
優
れ

た
資
質
が
あ
り
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困

難
な
人
に
返
済
の
不
要
な
育
英
資
金
を
給
付
。

　
高
校
生
は
月
額
９
９
０
０
円
、
大
学
生
等
は

月
額
１
万
４
４
０
０
円
。

問
こ
の
事
業
を
も
っ
と
充
実
し
た
も
の
に
で

き
な
い
か
。

海
上
飯
岡
統
合
の
消
防
分
署
を
建
設

　
現
在
、
海
上
庁
舎
と
飯
岡
庁
舎
に
配
置
し
て

い
る
消
防
海
上
分
署
及
び
飯
岡
分
署
は
、
施
設

の
老
朽
化
や
訓
練
場
所
の
不
足
等
、
様
々
な
課

題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
６
年
度
に

両
分
署
の
中
間
地
点
で
あ
る
海
上
野
球
場
に
両

分
署
を
統
合
し
、
新
た
な
分
署
を
整
備
す
る
。

今
年
度
は
設
計
業
務
委
託
を
実
施
。

問
建
設
予
定
地
は
地
盤
が
安
定
し
て
い
な
い

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
は
把
握

し
て
い
る
の
か
。

答
今
回
地
盤
調
査
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の

結
果
を
反
映
さ
せ
た
地
盤
改
良
等
の
対
策

を
し
っ
か
り
と
実
施
し
、
計
画
を
進
め
て
い
く
。

消防分署建設予定地の海上野球場

反対
松木源太郎議員
　基金を少し取り崩せばもっと市民の要望に応えら
れる。個々の事業について指摘したい点は多々ある
が、まず市政を運営する基本部分がしっかりしてい
ないので賛成できない。

賛成
戸村ひとみ議員
　予算編成においては選択と集中という考え方を取
り入れてもらい、その編成方針を責任を持って答弁
する執行部の議会対応を強く要望する。

飯嶋正利議員
　新たな施策の「ストップ少子化大作戦」は、少子化
を横断的に捉えて複数の事業をパッケージ化したも
ので、人口減少、少子高齢化に歯止めをかける効果
的な取り組みだと考える。

討 論 令和４年度一般会計予算
（議案第１号）
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問
条
例
の
中
に
「
観
光
の
振
興
及
び
地
域
の

活
性
化
に
寄
与
す
る
」
と
あ
る
が
、
ど
う

い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
当
施
設
は
年
間
30
万
人
が
訪
れ
て
い
る
が
、

展
望
館
に
登
っ
て
帰
っ
た
り
、
海
を
見
て

帰
っ
た
り
と
、
滞
在
時
間
が
短
い
こ
と
が
感
じ

ら
れ
る
。
今
後
は
物
販
を
行
っ
た
り
し
て
、
観

光
客
に
長
時
間
こ
の
施
設
に
い
て
も
ら
う
よ
う

な
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

問
今
後
指
定
管
理
に
す
る
予
定
は
。

答
令
和
４
年
度
は
市
が
直
営
で
行
い
、
令
和

５
年
度
か
ら
指
定
管
理
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

 

議案
第18号

旭
市
社
会
体
育
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正

社
会
体
育
施
設
を
指
定
管
理
に

　

市
内
の
社
会
体
育
施
設（
体
育
館
、
野
球
場
、

庭
球
場
、
サ
ッ
カ
ー
場
な
ど
）の
管
理
運
営
を

効
果
的
か
つ
効
率
的
に
行
う
に
あ
た
り
、
指
定

管
理
者
制
度
を
活
用
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
。

問
ど
の
よ
う
な
団
体
を
指
定
管
理
者
に
す
る

の
か
。

答
指
定
管
理
者
の
候
補
者
に
つ
い
て
は
、
公

募
で
選
定
さ
れ
る
の
で
、
現
段
階
で
は
全

く
の
白
紙
だ
が
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
分
野
で
管
理

の
実
績
が
豊
富
な
事
業
者
が
選
定
さ
れ
る
と
考

え
て
い
る
。

問
ど
の
施
設
の
指
定
管
理
を
予
定
し
て
い
る

の
か
。

答
体
育
館
、
野
球
場
、
庭
球
場
、
サ
ッ
カ
ー

場
な
ど
、
基
本
的
に
は
社
会
体
育
施
設
の

一
括
管
理
を
予
定
し
て
い
る
。

問
具
体
的
に
何
施
設
あ
る
の
か
。

答
現
在
の
社
会
体
育
施
設
の
中
で
老
朽
化
が

著
し
い
も
の
、
ま
た
利
用
者
が
少
な
い
も

の
な
ど
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
精
査
し
た
上

で
、
こ
れ
か
ら
定
め
る
募
集
要
項
に
施
設
名
を

明
記
す
る
。

議案
第11号

旭
市
飯
岡
刑
部
岬
展
望
館
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定

飯
岡
展
望
館
が
市
に
移
譲

　
千
葉
県
の
所
有
施
設
で
あ
る
「
飯
岡
刑
部
岬

展
望
館
」
が
旭
市
に
無
償
譲
渡
さ
れ
た
。
令
和

４
年
４
月
１
日
以
降
は
旭
市
の
管
理
施
設
と
な

り
、
従
来
の
展
望
施
設
の
機
能
に
加
え
、
イ
ベ

ン
ト
や
特
産
品
の
販
売
な
ど
を
行
う
観
光
交
流

施
設
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

市の施設となり観光交流拠点としての期待が高まる飯岡刑部岬展望館

反対
戸村ひとみ議員
　この条例によってどういう指定管理者が選ばれ、何施
設がその対象なのか答弁がなかった。議会に対する説明
責任を果たしてもらいたい。

松木源太郎議員
　社会体育施設は旭市民の財産である。それを営利目的
の民間事業者に貸すのは、市が指定管理者にもうけさせ
てあげるようなもの。

賛成
遠藤保明議員
　指定管理者の導入により、様々なスポーツ教室の開催
が期待でき、施設の価値を高め、市民の健康維持増進が
図られると考える。

討 論 社会体育施設に関する条例
（議案第18号）

Ｑ　
指
定
管
理
と
は

Ａ　
公
共
施
設
の
運
営
に
関
わ
る
経
費
の

節
減
と
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
民
間
事
業
者
を
は
じ
め
と

す
る
団
体
の
有
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
活
用
す
る
制
度
。

　
あ
ら
か
じ
め
議
会
の
議
決
を
得
て
、
指

定
期
間
を
定
め
ま
す
。

用

語

解

説
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令和４年度旭市一般会計予算について
（議案第１号）

Ｑ 旭市観光物産協会の会員数と業務
内容は。

Ａ 観光物産協会の会員数は152名。
業務内容は、各種イベントの実施

や各ホテルへのおもてなし事業、地方
に出向いての旭の観光のＰＲなど。ま
た、袋公園桜まつりの事務局や七夕市
民まつりの実行委員会等にも参加して
いる。
飯岡刑部岬展望館の設置及び管理に関
する条例の制定（議案第11号）

Ｑ どのような経緯で県から移譲を受
けたか。

Ａ 県は行政改革の一環で、展望館を
移譲や廃止を検討する施設の対象

とし、平成30年に市へ協議が申し込
まれた。協議の結果、不具合箇所の改
修工事の実施を条件に、無償譲渡によ
り受け入れることとした。

Ｑ 双眼鏡が撤去されているが再設置
の予定は。

Ａ 今年度は考えていない。令和５年
度からは指定管理者に管理させる

ようにするので、要望はしていく。

審査結果
委員会付託の９議案について、全員賛
成で原案のとおり可決。

建設経済常任委員会

飯岡刑部岬展望館３階デッキ

令和４年度旭市一般会計予算について
（議案第１号）

Ｑ 日本一身近な海づくり推進事業と
はどのような事業か。

Ａ 令和４年度から行う新規事業で、
旭市の海岸を地域振興のツールと

して位置づけ、季節を問わず通年で幅
広い人が楽しめるような海岸でのレク
リエーション活動の企画運営、ビーチ
クリーン活動や海を使った事業など
小・中学生の教育につながる事業の展
開を考えている。

旭市社会体育施設の設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例の制定
について（議案第18号）

Ｑ 複数の施設を一括で一つの事業者
に指定管理させるとのことだが、

施設ごとの特性に応じて管理者を分け
たほうがいいのでは。

Ａ 施設によっては、人気のある施設、
人気のない施設がある。施設を

複数の事業者に分けて指定管理した場
合、人気のない施設は手が上がらない
可能性もあるため、一括で考えている。

審査結果
委員会付託の９議案について、議案第
１号、第18号は賛成多数で、その他
議案は全員賛成で原案のとおり可決、
承認。

文教福祉常任委員会

旭市総合体育館

常任委員会審査Ｑ＆Ａ
議案や請願・陳情を分野別に各委員会に振り分け、専門的に審査をします。審査後は、賛成・反対を決め、
本会議で報告します。

令和４年度旭市一般会計予算について
（議案第１号）

Ｑ 地域おこし協力隊の事業計画と予
定者数は。

Ａ 今年の10月に移住サポート相談
センターを設置し、そこのスタッ

フとして地域おこし協力隊を１名採用
予定。
旭市多世代交流施設の設置及び管理に
関する条例の一部を改正する条例の制
定について（議案第16号）

Ｑ おひさまテラスの設備は誰の所有
なのか。また使用料収入は旭市に

入ってくるのか。

Ａ 備品は市の所有。使用料は指定管
理者による利用料金制をとってい

るため、指定管理者の収入となる。

Ｑ 外から人を呼び込むのがそもそも
の目的なので、コワーキングス

ペースの使用料など、市外の人に減免
措置を設ける予定はあるか。

Ａ 都内のコワーキングスペースと比
較するとかなり安い料金設定と

なっているので、市外の人の減免措置
は考えていない。

審査結果
委員会付託の８議案について、議案第
１号、第16号は賛成多数で、その他
議案は全員賛成で原案のとおり可決。

総務常任委員会

おひさまテラスのコワーキングスペース
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議
案
番
号

件　
　
名

議
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
常
世
田
正
樹

伊
藤　
春
美

菅
谷　
道
晴

戸
村
ひ
と
み

伊
場　
哲
也

﨑
山　
華
英

永
井　
孝
佳

井
田　
　
孝

島
田　
　
恒

桐　
文
夫

遠
藤　
保
明

林　
　
晴
道

宮
内　
　
保

飯
嶋　
正
利

宮
澤　
芳
雄

伊
藤　
房
代

向
後　
悦
世

景
山
岩
三
郎

木
内　
欽
市

松
木
源
太
郎

 市　長　提　出　議　案
1 令和４年度旭市一般会計予算の議決について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 ×

16 旭市多世代交流施設の設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 ×

18 旭市社会体育施設の設置及び管理に関する条
例の一部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 ×

○＝賛成　×＝反対　議＝議長　※議長は採決に加わりません。

令和４年第１回定例会 審議結果一覧

　採決の前に議題となっている案件に対し、議員が賛成か反対かの自己
の意見を表明することです。
　単に自己の賛否を明らかにするだけでなく、意見の異なる議員や賛否
の意思を決めかねている議員に対し、自己の意見に同調させようと努め
ることにその意義があります。

議会マメ知識

「討論」とは

議案２	 令和４年度旭市病院事業債管理特別会計予算
議案３	 令和４年度旭市国民健康保険事業特別会計予算
議案４	 令和４年度旭市後期高齢者医療特別会計予算
議案５	 令和４年度旭市介護保険事業特別会計予算
議案６	 令和４年度旭市水道事業会計予算
議案７	 令和４年度旭市公共下水道事業会計予算
議案８	 令和４年度旭市農業集落排水事業会計予算
議案９	 令和３年度旭市一般会計補正予算
議案10	令和３年度旭市介護保険事業特別会計補正予算
議案11	旭市飯岡刑部岬展望館の設置及び管理に関する条

例
議案12	旭市個人情報保護条例の一部を改正する条例
議案13	旭市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正

する条例

発議１　ロシアによるウクライナへの軍事侵略に対する決議

議案14	旭市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
議案15	旭市児童遊園設置条例の一部を改正する条例
議案17	旭市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例
議案19	旭市庁舎整備基金条例を廃止する条例
議案20	和解及び損害賠償の額を定めること
議案21	市道路線の認定及び変更
議案22	旭市監査委員の選任につき同意を求めること
議案23	人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるこ

と
議案24	人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるこ

と
議案25	専決処分の承認（令和３年度旭市一般会計補正予

算）

全員賛成で議決した議案

賛否が分かれた議案と審議結果

あさひ議会だより　第65号 8



未
舗
装
道
路
の
整
備
を

問
市
内
の
未
舗
装
道
路
が
ど
う
し

て
未
舗
装
の
ま
ま
な
の
か
。
舗

装
さ
れ
る
要
件
が
あ
る
の
か
。
未
舗
装

道
路
を
今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

答
舗
装
要
件
は
４
ｍ
以
上
の
幅
員
、

側
溝
が
設
置
で
き
る
か
で
あ
り
、

要
件
を
満
た
さ
な
い
道
路
で
、
事
業
実

施
の
実
現
性
が
高
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、

地
元
区
と
協
議
を
し
て
、
事
業
実
施
へ

向
け
て
さ
ら
に
努
力
を
し
て
い
く
。

問
干
潟
学
区
八
軒
町
地
区
の
道
路

は
未
舗
装
の
ま
ま
で
あ
り
、
長

年
に
わ
た
っ
て
の
地
区
の
懸
案
事
項
で

あ
る
。
干
潟
小
学
校
児
童
の
主
要
な
通

学
路
に
な
っ
て
お
り
、
早
急
な
対
応
が

必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
と

進
捗
状
況
、
今
後
舗
装
の
見
通
し
は
あ

る
の
か
。

答
測
量
と
境
界
査
定
に
着
手
し
、

幅
員
確
保
や
排
水
路
整
備
の
検

討
を
し
て
い
る
。
一
度
に
全
線
を
整
備

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
区
間
を

区
切
り
、
事
業
実
施
の
実
現
性
が
高
い

箇
所
か
ら
舗
装
を
始
め
て
い
く
。

ご
み
不
法
投
棄
の
対
応
は

問
市
内
で
は
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご

み
が
多
く
見
ら
れ
る
。
コ
メ
リ

パ
ワ
ー
旭
店
の
南
側
に
あ
る
道
路
沿
い

に
用
水
路
が
あ
り
、
大
量
の
ご
み
が
不

法
投
棄
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
ご

み
に
対
し
て
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答
現
状
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
、
大
利
根

土
地
改
良
区
や
地
元
区
、
地
権
者
等
と

協
議
し
、
警
告
看
板
の
設
置
や
ご
み
の

撤
去
な
ど
の
対
応
を
考
え
る
。

農
業
活
性
化
の
取
り
組
み
を

問
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
視
野
に
入
れ
た

「
有
機
農
業
産
地
づ
く
り
推
進

事
業
」
が
県
で
始
ま
る
。
本
事
業
は
農

業
の
幅
を
広
げ
、
後
継
者
を
増
や
し
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
の
一
助
に
な
る
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
が
、
本
市
で
も
取

り
組
む
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

答
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
産
地
を

誇
る
旭
市
と
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
つ
な
が
る
環
境
負
荷
を
低
減
す
る
有

機
農
業
の
推
進
を
視
野
に
、
情
報
の
収

集
や
先
進
事
例
の
研
究
を
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
側
溝
清
掃
に
つ
い
て

常世田 正樹 議員

一般質問とは、本会議で議員が行う市政全般に関する質問です。旭市のさまざまな課題など
について、市の考えを聞き、説明を求めます。主な質問と答弁の要旨は次のとおりです。

一般質問
市政を問う！

第１回定例会

ＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像がご覧いただけます。
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ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
対
策
を

問
家
族
の
介
護
や
世
話
な
ど
を
日

常
的
に
行
っ
て
い
る
18
歳
未
満

の
子
ど
も（
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
）へ
の
問

題
が
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
取

り
組
み
と
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
現
在
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
限

定
し
た
取
り
組
み
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
様
々
な
相
談
ケ
ー
ス
に
つ
い

て
、
家
族
の
要
介
護
者
の
有
無
や
支
援

状
況
、
子
ど
も
の
学
校
の
出
欠
状
況
な

ど
、
家
族
全
体
の
状
況
を
関
係
機
関
と

情
報
共
有
し
、
必
要
な
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
支

援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

問
国
で
は
、
関
係
機
関
と
民
間
団

体
を
つ
な
ぐ
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
や
、
当
事

者
同
士
が
悩
み
や
経
験
を
共
有
し
合
う

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
の
運
営
支
援
に
対

し
、
費
用
の
３
分
の
２
を
負
担
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
本
市
の
考
え
は
。

答
国
か
ら
は
正
式
な
通
知
が
発
出

さ
れ
て
い
な
い
。
市
で
は
良
好

な
支
援
体
制
が
整
っ
て
い
る
た
め
、
当

面
は
現
体
制
で
運
用
し
な
が
ら
、
国
や

県
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
補
助
事
業

の
活
用
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

洋
上
風
力
発
電
の
誘
致
を

問
旭
市
沖
の
洋
上
風
力
発
電
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
の
か
。

答
地
元
の
海
匝
漁
協
の
意
向
を
最

優
先
に
、
意
思
疎
通
を
図
り
な

が
ら
、
今
後
の
方
針
を
検
討
し
て
い
る
。

問
銚
子
市
で
は
、
市
役
所
、
漁
協
、

商
工
会
議
所
で
協
議
会
を
組
織

し
、
誘
致
活
動
を
行
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。
本
市
で
は
ど
う
誘
致
を
す
る
の
か
。

答
具
体
的
な
誘
致
活
動
は
現
在

行
っ
て
い
な
い
が
、
海
洋
の
風

力
に
恵
ま
れ
て
い
る
本
市
に
お
い
て
も
、

洋
上
風
力
発
電
促
進
区
域
の
指
定
に
向

け
た
検
討
の
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
新
規
就
農
に
つ
い
て

◦
豚
熱（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）の
発
生
に
つ
い
て

病
児
保
育
の
周
知
・
利
便
性
向
上
を

問
市
の
公
式
Ｈ
Ｐ
や
子
育
て
ガ
イ

ド
等
は
病
児
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
が
分
か
り
づ
ら
い
と
感
じ
る
が
、

今
後
改
善
の
予
定
は
。

答
子
育
て
ガ
イ
ド
の
病
児
保
育
事

業
の
案
内
ペ
ー
ジ
に
、
事
業
類

型
の
記
載
が
な
か
っ
た
の
で
、
速
や
か

に
明
記
し
、
Ｈ
Ｐ
等
に
つ
い
て
も
利
用

方
法
が
よ
り
わ
か
り
や
す
く
な
る
よ
う

に
改
善
し
て
い
く
。

問
来
年
度
予
算
の
新
た
な
事
業
と

し
て
「
旭
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」

が
あ
る
が
、
病
児
保
育
に
つ
い
て
の
情

報
を
発
信
す
る
予
定
は
。

答
旭
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
発
信

内
容
に
つ
い
て
は
今
後
詳
細
を

決
定
し
て
い
く
が
、
病
児
保
育
事
業
を

含
め
子
育
て
世
帯
に
と
っ
て
有
益
な
情

報
が
発
信
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

問
現
在
市
で
行
っ
て
い
る
の
は
病

気
回
復
期
の
み
預
か
り
可
能
な

「
病
後
児
対
応
型
」
だ
け
だ
が
、
病
気

中
の
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
可
能
な

「
病
児
対
応
型
」
も
導
入
で
き
な
い
か
。

答
病
児
対
応
型
の
多
く
は
医
療
施

設
併
設
型
で
実
施
し
て
い
る
。

今
後
病
児
保
育
事
業
を
受
け
入
れ
て
く

れ
る
か
、
小
児
科
を
中
心
に
市
内
医
療

機
関
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

女
性
管
理
職
の
割
合
に
つ
い
て

問
現
在
の
本
市
の
女
性
管
理
職
の

割
合
は
。

答
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
で

23
・
７
％
。

問
令
和
５
年
度
ま
で
と
す
る
30
％

の
目
標
達
成
が
困
難
だ
と
す
れ

ば
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
要
因
か
。

答
定
年
前
に
退
職
し
て
し
ま
う
女

性
管
理
職
が
最
近
５
年
間
で
10

人
お
り
、
現
在
の
女
性
課
長
が
１
人
と

い
う
状
況
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え

る
。問

女
性
管
理
職
の
方
が
早
期
退
職

さ
れ
る
要
因
は
。

答
退
職
者
に
対
し
て
具
体
的
な
聞

き
取
り
は
し
て
い
な
い
た
め
要

因
の
分
析
は
難
し
い
が
、
い
ま
だ
に
家

事
は
女
性
が
行
う
と
い
う
慣
例
や
意
識

が
根
強
く
残
っ
て
い
る
こ
と
や
、
男
性

よ
り
も
女
性
の
ほ
う
が
家
庭
と
の
両
立

が
難
し
い
と
思
う
傾
向
が
強
い
こ
と
が

早
期
退
職
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
小
中
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習
の
運
用

に
つ
い
て

宮内 保 議員
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天
神
公
園
の
西
側
道
路
整
備
を

問
旧
市
役
所
跡
地
を
公
園（
天
神

公
園
）に
整
備
す
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
計
画
の
詳
細
を
伺
う
。

答
詳
細
な
計
画
は
未
定
だ
が
、
都

市
計
画
決
定
時
の
概
要
は
、
舗

装
・
張
り
芝
、
植
栽
、
ベ
ン
チ
、
ト
イ

レ
、
駐
車
場
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の

設
置
な
ど
を
予
定
。

問
旧
市
役
所
西
側
の
道
路
は
、
踏

切
が
閉
ま
る
と
自
転
車
通
学
の

生
徒
が
横
に
並
ん
で
待
っ
て
お
り
、
踏

切
が
開
い
た
後
は
、
車
は
自
転
車
を
避

け
る
よ
う
に
通
行
し
て
危
険
な
状
況
と

な
る
。
西
側
の
道
路
沿
い
に
、
自
転
車

や
歩
行
者
が
安
全
に
通
れ
る
歩
道
の
よ

う
な
も
の
を
計
画
に
入
れ
ら
れ
な
い
か
。

答
西
側
道
路
境
界
よ
り
セ
ッ
ト

バ
ッ
ク
し
て
確
保
し
た
ス
ペ
ー

ス
を
含
め
た
土
地
の
有
効
な
活
用
方
法

に
つ
い
て
、
生
徒
の
通
学
時
の
混
雑
を

解
消
し
、
安
全
な
通
行
が
で
き
る
よ
う

適
切
な
整
備
計
画
を
検
討
す
る
。

問
道
を
挟
ん
で
反
対
側
は
、
天
神

様
敷
地
の
木
々
が
生
い
茂
り
、

道
路
も
緩
や
か
な
カ
ー
ブ
と
な
っ
て
い

る
た
め
見
通
し
が
悪
く
、
日
が
暮
れ
る

と
一
層
危
険
に
な
る
。
通
路
を
つ
く
る

こ
と
と
併
せ
て
、
街
路
灯
を
計
画
に
入

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
通
行
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
と
併
せ
、

施
設
計
画
を
す
る
中
で
適
切
な

設
置
検
討
を
進
め
る
。

市
民
懇
談
会
の
開
催
を

問
合
併
当
時
、
市
長
と
市
民
と
の

懇
談
会
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、

米
本
市
長
は
市
民
の
意
見
を
聞
く
懇
談

会
を
開
く
予
定
は
あ
る
か
。

答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、
今
は
開

催
を
見
合
わ
せ
て
い
る
が
、
日
常
生
活

が
回
復
し
た
ら
、
積
極
的
に
対
話
集
会

を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
学
校
の
再
編
に
不
安
を
抱
く
地

域
の
方
や
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

生
活
に
不
安
を
持
っ
て
い
る
市
民
の
声

を
耳
に
す
る
。
そ
ん
な
中
、
市
長
が
市

民
の
意
見
を
聞
く
懇
談
会
を
開
く
こ
と

は
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
、

ぜ
ひ
前
向
き
に
検
討
し
て
も
ら
い
た
く
、

米
本
市
長
の
意
見
を
伺
う
。

答
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
地
域
意
見

交
換
会
に
加
え
、
高
校
３
年
生

を
対
象
と
し
た
座
談
会
や
、
来
年
度
か

ら
開
催
予
定
の
二
十
歳
の
集
い
実
行
委

員
と
の
座
談
会
な
ど
を
実
施
し
た
い
。

農
作
物
残
渣
の
処
理
に
つ
い
て

問
キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
を
収
穫
し

た
後
に
残
る
茎
や
つ
る
な
ど
の

残
渣
は
、
野
焼
き
や
埋
設
の
制
限
に
よ

り
、
処
分
に
多
大
な
労
力
が
か
か
っ
て

い
る
が
、
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
残
渣
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
堆

肥
化
し
て
農
地
に
戻
す
方
法
や
、

裁
断
し
た
残
渣
に
添
加
剤
を
加
え
、
病

害
虫
を
死
滅
さ
せ
て
す
き
込
む
方
法
な

ど
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
市
で
は
関
係

機
関
と
連
携
し
て
有
効
な
利
用
方
法
の

情
報
収
集
に
努
め
、
省
力
化
に
よ
る
適

正
処
理
を
推
進
し
て
い
く
。

畜
産
ふ
ん
尿
の
処
理
に
つ
い
て

問
家
畜
の
ふ
ん
尿
処
理
に
つ
い
て

は
、
畜
産
農
家
が
大
変
努
力
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
問
題
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
畜
産
の
ふ
ん
尿
は
法
律
に
よ
り

適
正
管
理
と
利
用
の
促
進
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
畜
産
農
家
は
国
や
県

の
補
助
事
業
を
利
用
し
て
設
備
や
機
械

を
導
入
し
な
が
ら
、
家
畜
ふ
ん
尿
の
適

正
管
理
と
有
効
活
用
を
進
め
て
い
る
。

問
ふ
ん
尿
の
再
利
用
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
支
援
策
は
。

答
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、
市

内
養
豚
農
家
で
は
、
豚
の
ふ
ん

を
臭
い
の
少
な
い
ペ
レ
ッ
ト
状
に
加
工

し
、
耕
種
農
家
が
農
地
に
散
布
し
や
す

く
、
保
管
・
運
搬
が
容
易
な
堆
肥
づ
く

り
を
目
的
と
し
た
施
設
整
備
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
国
・
県
等
の
事
業
情
報

を
把
握
し
、
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
に
つ
い
て

問
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
は
、
野

菜
の
残
渣
や
畜
産
の
ふ
ん
尿
、

食
品
残
渣
と
い
っ
た
生
物
資
源
を
活
用

し
た
国
の
事
業
で
あ
り
、
地
域
の
資
源

を
活
か
し
、
環
境
に
や
さ
し
く
、
災
害

に
強
い
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
が
目

的
で
あ
る
。

　
全
国
で
も
有
数
の
農
業
が
盛
ん
な
本

市
に
お
い
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、
堆

肥
化
に
よ
る
資
源
の
再
利
用
、
地
域
内

循
環
な
ど
が
今
後
の
大
切
な
課
題
だ
か
、

検
討
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

答
本
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
25

年
か
ら
公
募
が
始
ま
り
、
現
在

国
の
認
定
を
受
け
て
い
る
の
が
全
国
で

97
市
町
村
、
関
東
で
は
5
市
町
村
。
千

葉
県
内
で
の
取
り
組
み
は
な
く
、
本
市

に
お
い
て
も
検
討
の
予
定
は
な
い
。

井田 孝 議員

島田 恒 議員
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粗
大
ご
み
の
戸
別
回
収
を

問
粗
大
ご
み
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回

収
が
な
く
な
っ
た
理
由
は
。

答
旭
・
銚
子
・
匝
瑳
の
３
市
で
協

議
を
し
て
、
現
行
の
ル
ー
ル
に

足
並
み
を
揃
え
て
統
一
し
た
。

問
粗
大
ご
み
回
収
を
旭
市
だ
け
復

活
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
。

答
出
資
方
法
、
ご
み
処
理
手
数
料

な
ど
の
ル
ー
ル
を
統
一
し
て
お

り
、
粗
大
ご
み
回
収
を
旭
市
単
独
で
実

施
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

問
粗
大
ご
み
を
自
分
で
搬
入
で
き

な
い
場
合
は
、
一
般
廃
棄
物
収

集
運
搬
許
可
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
業
者
が
多
く
、
ど
こ
に
連
絡

し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。
依
頼
先
を

わ
か
り
や
す
く
で
き
な
い
か
。

答
許
可
業
者
は
14
社
あ
る
の
で
、

整
理
し
て
わ
か
り
や
す
い
形
で

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
な
ど
を
考

え
て
い
き
た
い
。

問
運
搬
手
段
が
な
い
高
齢
者
だ
け

で
も
戸
別
回
収
で
き
な
い
か
。

答
他
市
の
事
例
な
ど
も
参
考
に
し

な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充
を

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
目
標
が
１
億

５
千
万
円
と
い
う
こ
と
だ
が
、

も
っ
と
増
や
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
１
億
５
千
万
円
と
い
う
目
標
は
、

最
近
４
年
間
の
推
移
と
返
礼
品

の
追
加
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
導

入
な
ど
、
新
し
い
試
み
を
入
れ
た
中
で

設
定
し
た
。
頭
の
中
で
は
２
億
円
を
目

指
し
て
お
り
、
そ
れ
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

問
魅
力
的
な
返
礼
品
が
一
番
大
切

だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
宣

伝
方
法
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

答
本
市
の
返
礼
品
を
気
に
入
り
、

毎
年
寄
附
を
し
て
く
れ
る
リ

ピ
ー
タ
ー
も
数
多
く
い
る
。
今
後
も
選

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
魅
力
あ
る
返
礼

品
を
拡
充
し
、
写
真
の
撮
り
方
も
工
夫

し
て
、
サ
イ
ト
を
通
じ
て
宣
伝
し
て
い

く
。問

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
大
事
だ
と
思
う

が
、
転
出
す
る
人
に
ふ
る
さ
と

納
税
を
お
願
い
す
る
の
は
ど
う
か
。

答
本
市
出
身
の
方
や
縁
の
あ
る
方

が
寄
附
を
申
し
込
め
る
よ
う
な

宣
伝
を
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

「
チ
ー
ム
旭
」「
オ
ー
ル
旭
」
と
は

問
今
年
の
１
月
１
日
号
広
報
あ
さ

ひ
中
の
年
頭
所
感
で
「
チ
ー
ム

旭
・
オ
ー
ル
旭
、
市
民
へ
の
参
加
と
協

力
」
を
呼
び
か
け
て
お
り
、
３
月
議
会

の
予
算
編
成
方
針
の
中
で
も
、
チ
ー
ム

旭
で
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
強
調
し
て

い
る
が
、
行
政
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
米
本

市
長
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
チ
ー
ム
旭
」

「
オ
ー
ル
旭
」
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な

旭
な
の
か
。

答
市
長
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
の
で
は
な
く
、

市
民
、
市
議
会
、
行
政
委
員
会
、
審

議
会
等
と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
「
チ
ー
ム
旭
」
と
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
チ
ー
ム
旭
で
の
ま
ち
づ
く

り
実
現
に
は
、
市
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
い
う
思
い
か
ら

「
オ
ー
ル
旭
」
と
表
現
し
て
い
る
。

　
特
定
の
団
体
を
改
め
て
組
織
す
る
も

の
で
は
な
く
、
様
々
な
分
野
や
世
代
か

ら
幅
広
く
意
見
を
聞
き
、
持
続
的
な
発

展
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
し

た
い
。

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
施
工
後
の
対
策
は

問
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
施
工
後
の
安

全
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
と
並
行
す
る

白
線
を
引
き
直
し
、
注
意
喚
起

の
た
め
の
路
面
表
示
の
増
設
や
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
の
設
置
等
、
道
路
管
理
者
と
し

て
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
対
応
す
る
。

地
域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は

活
動
し
て
い
る
の
か

問
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
破
れ
た
「
地
域
安

全
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
中　
旭

市
」
と
い
う
の
ぼ
り
が
ず
っ
と
同
じ
と

こ
ろ
に
か
け
ら
れ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍

の
せ
い
か
、
活
動
し
て
い
る
様
子
が
あ

ま
り
見
ら
れ
な
い
が
、
現
在
ど
の
よ
う

な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
。

答
青
色
灯
の
車
両
に
よ
る
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
を
夕
方
実
施
し
て
お

り
、
小
・
中
学
生
の
下
校
時
刻
に
合
わ

せ
、
市
内
を
３
コ
ー
ス
に
分
け
て
、
全

小
学
校
区
を
年
間
１
５
０
回
程
度
巡
回

し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
を
図
る

◦
旭
二
中
生
・
若
者
世
代
・
シ
ニ
ア
世

代
の
活
動
場
所
に
つ
い
て

◦
通
学
路
要
対
策
箇
所
の
進
捗
状
況

◦
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
に
つ
い
て

◦
子
ど
も
１
１
０
番
に
つ
い
て

伊場 哲也 議員

永井 孝佳 議員
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公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

問
路
線
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
縮
小
に
よ
り
、
デ
マ
ン
ド

交
通
で
病
院
受
診
し
て
い
る
方
が
多
い

が
、
診
療
や
薬
剤
処
方
の
待
ち
時
間
が

わ
か
ら
ず
、
帰
り
は
タ
ク
シ
ー
を
利
用

す
る
こ
と
に
な
り
、
金
銭
的
に
大
き
な

負
担
に
な
る
と
の
声
が
あ
る
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答
令
和
４
年
度
末
ま
で
に
地
域
公

共
交
通
計
画
を
策
定
す
る
予
定

で
あ
り
、
市
民
が
よ
り
利
用
し
や
す
く
、

持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系
の
構
築
実

現
の
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を

踏
ま
え
て
改
善
に
努
め
る
。

ペ
ッ
ト
同
行
の
避
難
は
可
能
か

問
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
伴

い
、
ペ
ッ
ト
を
飼
う
人
が
増
え

て
い
る
が
、
災
害
発
生
時
に
ペ
ッ
ト
同

行
が
可
能
な
避
難
所
は
あ
る
か
。

答
地
域
防
災
計
画
で
は
、
生
活
場

所
と
異
な
る
場
所
に
ペ
ッ
ト
専

用
ス
ペ
ー
ス
を
指
定
し
、
ル
ー
ル
を
作

成
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
ス
ペ
ー
ス

的
に
限
り
は
あ
る
が
、
ペ
ッ
ト
同
行
で

の
避
難
は
可
能
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
周
知
を

問
日
本
で
は
年
間
１
万
人
近
く
の

女
性
が
子
宮
頸
が
ん
に
り
患
し

て
い
る
。
国
は
、
予
防
で
き
る
と
言
わ

れ
て
い
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
再

開
を
示
し
た
が
、
本
市
に
お
け
る
周
知

対
象
及
び
周
知
方
法
を
伺
う
。

答
中
学
１
年
生
か
ら
高
校
１
年
生

に
な
る
女
子
に
対
し
て
は
、
令

和
４
年
度
に
個
別
通
知
し
、
ワ
ク
チ
ン

や
副
反
応
に
対
す
る
情
報
提
供
を
し
て

い
く
。

　
ま
た
、
国
で
は
積
極
的
な
勧
奨
の
差

し
控
え
に
よ
り
接
種
機
会
を
逃
し
た
平

成
９
年
度
か
ら
17
年
度
生
ま
れ
の
方
に

対
し
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
と
し
て

接
種
を
行
う
と
し
て
い
る
。
具
体
的
な

周
知
方
法
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
必

要
な
方
が
接
種
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

子
ど
も
の
国
保
税
均
等
割
を

無
料
に

問
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
策
と
し

て
、
国
保
税
の
均
等
割
無
料
化

を
義
務
教
育
終
了
ま
で
実
施
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
、
市
長
の
見
解
は
。

答
法
律
で
定
め
ら
れ
た
と
お
り
、

ま
ず
未
就
学
児
に
係
る
均
等
割

５
割
軽
減
措
置
に
よ
り
対
応
し
て
い
く
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

問
市
長
の
選
挙
公
約
で
掲
げ
て
い

た
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
早

く
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
が
、
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

答
学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、
ま

ち
づ
く
り
の
方
針
と
し
て
掲
げ

た
「
豊
か
な
旭
を
次
世
代
へ
」
を
実
現

す
る
た
め
の
政
策
と
し
て
示
し
た
。
本

市
で
は
お
お
よ
そ
４
６
０
０
人
の
児

童
・
生
徒
が
お
り
、
年
間
約
２
億
円
の

財
源
が
必
要
と
な
る
た
め
、
財
政
及
び

経
済
状
況
に
応
じ
て
慎
重
に
検
討
し
て

い
く
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
改
善
を

問
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
乗
降
場

所
は
「
共
通
乗
降
場
所
」
以
外

は
、
住
ん
で
い
る
区
域
内
の
施
設
が
対

象
で
、
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
が
、

何
か
対
策
は
検
討
し
て
い
る
か
。

答
少
し
外
れ
た
施
設
を
対
象
に
す

る
と
移
動
距
離
が
長
く
な
り
、

対
応
で
き
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

令
和
４
年
度
末
ま
で
に
「
地
域
公
共
交

通
計
画
」
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
利

便
性
の
向
上
や
財
政
負
担
等
を
考
慮
し

つ
つ
、
乗
降
場
所
見
直
し
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
内
容
の
改
善
を
検
討
を
す
る
。

中
央
病
院
の
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

問
旭
中
央
病
院
の
老
人
ホ
ー
ム
を

廃
止
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
中

央
病
院
を
創
設
し
た
諸
橋
芳
夫
氏
の
遺

稿
集
に
は
「
私
は
老
人
ホ
ー
ム
な
る
も

の
は
病
院
に
併
設
す
る
の
が
一
番
よ
ろ

し
い
と
考
え
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
ケ
ア

ハ
ウ
ス
な
ど
を
造
っ
た
」
と
あ
る
。
市

長
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
養
護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
廃
止
は
、
今

後
の
病
院
事
業
継
続
の
た
め
に
必
要
な

判
断
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
公
務
災
害
と
推
測
さ
れ
る
自
死
事
件

◦
農
地
の
農
振
地
域
か
ら
の
除
外

伊藤 春美 議員

松木 源太郎 議員

ＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像がご覧いただけます。
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ＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像がご覧いただけます。

総
合
戦
略
に
力
強
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

問
旭
市
の
市
政
運
営
の
最
上
位
計

画
で
あ
る
「
旭
市
総
合
戦
略
」

は
、
現
在
の
人
口
が
６
万
４
千
人
に
も

関
わ
ら
ず
、
将
来
人
口
目
標
が
４
万
８

千
人
と
な
っ
て
い
る
。
現
状
よ
り
も
低

い
と
こ
ろ
を
目
指
す
の
は
目
標
と
は
言

え
な
い
と
思
う
が
、
目
標
を
数
字
で
示

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

答
総
合
戦
略
策
定
の
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
内
閣
府
の
地
方
創

生
推
進
室
よ
り
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

に
従
っ
て
数
字
と
し
て
示
し
て
い
る
。

問
市
民
の
ア
イ
デ
ア
を
募
り
、
老

朽
化
し
た
公
共
施
設
や
民
間
の

空
き
家
な
ど
を
活
用
し
て
移
住
・
定
住

を
勧
め
た
り
、
保
育
園
や
小
・
中
学
校

の
統
廃
合
を
見
直
し
て
戦
略
的
な
少
子

化
対
策
を
進
め
、
人
口
の
転
入
超
過
を

狙
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
現
に
千
葉
県
の
中
で
も
戦
略
的
な
市

政
運
営
を
し
て
転
入
超
過
に
し
た
ま
ち

は
複
数
あ
る
の
で
、
人
口
減
少
を
食
い

止
め
る
た
め
に
、
チ
ー
ム
旭
の
士
気
が

高
ま
る
よ
う
な
力
強
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

総
合
戦
略
に
掲
げ
る
べ
き
で
は
。

答
将
来
人
口
目
標
は
減
少
の
曲
線

を
な
る
べ
く
平
ら
に
し
て
い
く

と
い
う
よ
う
な
目
標
で
、
高
く
見
積

も
っ
て
４
万
８
千
人
で
あ
り
、
か
な
り

冒
険
的
な
数
字
だ
と
考
え
て
い
る
。

「
旭
が
一
番
」
の
取
り
組
み
は

問
旭
市
は
「
一
番
に
な
れ
る
要
素

の
一
番
多
い
ま
ち
」
だ
と
思
う

の
で
、
戦
略
的
に
「
旭
が
一
番
」
を
た

く
さ
ん
作
っ
て
、
発
信
し
て
も
ら
い
た

い
が
、
旭
が
一
番
に
な
る
た
め
の
市
の

取
り
組
み
は
。

答
誰
も
が
住
み
た
い
、
住
み
続
け

た
い
と
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
総
合
戦
略
に
基
づ
き
取
り

組
ん
で
い
る
。
特
に
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
対
策
と
し
て
、
移
住
・
定
住
を

促
進
す
る
施
策
の
展
開
が
必
要
と
考
え

る
。
具
体
的
に
は
、
従
来
の
少
子
化
対

策
に
関
す
る
個
別
事
業
の
推
進
で
は
な

く
、
様
々
な
事
業
を
一
体
的
か
つ
効
果

的
に
組
み
合
わ
せ
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
推

進
す
る
「
ス
ト
ッ
プ
少
子
化
大
作
戦
」

と
題
し
た
事
業
を
実
施
す
る
。

豚
熱
対
策
を

問
昨
年
、
千
葉
県
内
５
市
町
で
豚

熱（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）が
発
生
し
、
６
農

場
で
計
１
９
２
頭
が
殺
処
分
さ
れ
た
が
、

本
市
の
豚
熱
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
市
で
は
地
元
猟
友
会
に
委
託
し

て
、
豚
熱
の
感
染
要
因
で
あ
る

野
生
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
を
進
め
て
い
る
。

養
豚
農
家
は
国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、

防
護
柵
や
防
鳥
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
て
対

策
を
講
じ
て
い
る
。

問
豚
熱
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

答
６
か
月
程
度
で
出
荷
さ
れ
る
豚

は
生
後
１
回
の
接
種
。
６
か
月

以
上
飼
育
す
る
繁
殖
用
の
豚
は
１
回
目

の
接
種
後
、
６
か
月
後
に
２
回
目
を
接

種
し
、
そ
の
後
は
１
年
ご
と
に
接
種
。

問
消
毒
は
ど
の
よ
う
に
徹
底
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答
畜
産
農
家
は
農
場
の
入
り
口
に

消
毒
ゲ
ー
ト
や
動
力
噴
霧
器
な

ど
を
設
置
し
、
車
両
を
消
毒
し
て
ウ
イ

ル
ス
を
農
場
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
。
ま
た
、
農
場
内
で
は
手
指
の
消

毒
や
靴
底
の
消
毒
な
ど
を
実
施
、
農
場

の
周
囲
に
は
消
石
灰
を
散
布
し
て
い
る
。

移
動
式
投
票
所
の
導
入
を

問
投
票
所
が
36
か
所
か
ら
19
か
所

に
減
り
、
高
齢
者
は
大
変
不
便

を
感
じ
て
い
る
。「
移
動
式
期
日
前
投

票
所
」
は
、
投
票
箱
や
記
載
台
を
載
せ

た
車
が
各
地
域
を
回
り
投
票
で
き
る
仕

組
み
で
あ
り
、
投
票
所
ま
で
の
足
に
苦

労
す
る
高
齢
者
の
投
票
機
会
を
確
保
す

る
手
段
と
し
て
活
用
が
進
ん
で
い
る
が
、

本
市
で
も
導
入
で
き
な
い
か
。

答
移
動
投
票
所
の
開
設
は
、
二
重

投
票
防
止
の
た
め
の
新
た
な
期

日
前
投
票
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
、
通
信

環
境
整
備
の
必
要
が
あ
り
経
費
が
か
か

る
。
経
費
の
面
と
投
票
者
の
利
便
性
向

上
を
総
合
的
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
り
、

現
在
は
予
定
し
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

◦
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

戸村 ひとみ 議員

第２期総合戦略冊子

伊藤 房代 議員
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子どもの遊び場「プレイングパブリック」を内覧 サッカー場の愛称は「しおさいスタジアム」に決定

活発な意見交換をする中城村・旭市議会議員

　4月19日おひさまテラスの内覧会が行われ、議員全
員で出席しました。
　おひさまテラスは、屋内公園、コワーキングスペー
ス、キッチンスタジオ、クラフトルーム等のレンタル・
オープンスペース、地元食材を取り入れたカフェレス
トランの複合施設です。
　子育てを通してまちの人々がつながり、支え合い、
共に育む場として、多世代の地域の方の交流や賑わい
を生み出す拠点を目指しています。

　４月26日姉妹都市の沖縄県中城村議会議員の皆さんが旭市
に来訪し、議会委員会室にて意見交換会を行いました。
　中城村とは旧飯岡町が平成16年から友好交流町村として親
交しており、平成24年に姉妹都市提携を結びました。現在は
市内15校のうち、毎年３校の小学５年生が、輪番により中城
村を訪問するとともに、中城村からの訪問団を迎え入れ、交流
を深めています。
　意見交換会では、議会運営に関することや、午前中に見学して
もらったおひさまテラスに関することなどが話し合われました。
　姉妹都市としてますます友好が深まったと同時に、様々な意
見交換をすることができ、非常に実りある交流となりました。

　４月24日旭市サッカー場プレオープン記念式典が
行われ、出席しました。
　式典では、応募総数291点の中から選ばれた旭市
サッカー場の愛称「しおさいスタジアム」が発表されま
した。
　また、米本市長とあさピーによる始球式（ＰＫ方式）
や強豪サッカーチームＦＣ船橋を招待しての記念試合
などが行われました。

4月19日　おひさまテラス内覧会

4月26日　中
なか

城
ぐすく

村
そん

議会議員との意見交換会

４月24日　サッカー場プレオープン

人々がつながり、支え合い、
共に育む場に

1600㎞離れた姉妹都市と
友好を深める

スポーツを通じて
飯岡地区に賑わいを

News & Topics

◦多世代交流施設「おひさまテラス」
◦飯岡刑部岬展望館〜光と風〜
◦道の駅「季楽里あさひ」
◦大原幽学記念館

旭市のここを見学してもらいました

中城村

那覇市
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旭
市
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長　
　
永
井　
孝
佳

副
委
員
長　
井
田　
　
孝

委　
員　
　
戸
村
ひ
と
み

委　
員　
　
常
世
田
正
樹

　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
が
再
編
さ
れ
て
か
ら
今
号

で
２
度
目
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

委
員
会
の
任
期
は
２
年
と
な
り
ま

す
が
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー
全
員
で

市
民
の
皆
様
に
興
味
を
持
っ
て
読

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
記
事
を

作
れ
る
よ
う
編
集
作
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
任
期
中
に
は
「
議
会
だ

よ
り
」
が
新
聞
購
読
者
以
外
の
皆

様
に
も
届
く
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が

構
築
で
き
な
い
か
、
委
員
会
メ
ン

バ
ー
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
一
日
も
早
い
終
息
と
、
世
界

の
平
和
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
副
委
員
長　
井
田　
孝
）

日 月 火 水 木 金 土
6/5 6 7 8

開会

9 10 11

12 13

議案質疑

14 15

一般

16

質問

17 18

19 20

建設経済
常任委員会

21

文教福祉
常任委員会

22

総務
常任委員会

23 24 25

26 27

閉会

28 29 30 7/1 2

月定例会の予定
（６月８日〜６月27日）

いずれも10時から開催予定です
日程は変更となる場合もありますので、ホーム
ページ等でご確認ください。

６ 　本会議は誰でも傍聴できますので、希望される方は、
市役所４階の議会事務局までお越しください。親子傍聴
席も設置していますので、お子様連れの方でも気兼ねな
く傍聴できます。

議会を傍聴しませんか

　本会議は、インターネットで生中継と録画中継（過去５
年分）を行っています。パソコンのほか、スマートフォン
やタブレット端末でも視聴できます。ぜひご覧ください。

議会中継をご覧ください

編
集
後
記

　国または地方公共団体に対して、様々な事項に関し要望する方法の一つです。
　請願は憲法で保障された国民の権利の一つであり、議員の紹介を必要とするなど一定の要件が
ありますが、陳情はこれを必要としません。

請願・陳情
とは……

請願・陳情ってなんだろうCHECK!

Ｑ　提出した請願や陳情はどうなるの
Ａ　�提出された請願・陳情は定例会で審議します。請願と陳情

の取り扱いは同じで、委員会で慎重に審査し、本会議で採
否を決めます。採択された場合は、要望の実現に努力する
よう市長に求めたり、国や県へ意見書の提出を求める内容
である場合には、関係機関へ送付します。

Ｑ　どこに、いつまでに提出すればいいの
Ａ　�市役所４階の議会事務局で受付しています。
　　�受付は随時行っており、直近の定例会で審議することにな

ります。

Ｑ　どうやって書けばいいの
Ａ　�右記の書式例を参考に作成してください。

請願・陳情の書式例

令和　　年　　 月　　　日

○○○○に関する請願書（陳情書）

旭市議会議長  ○○○○様

紹介議員　署名または記名  印

請願（陳情）者
住　所
氏　名　　署名または記名  印
（団体又は法人の場合は代表）

件名　 ○○○○○○○○○○について

要旨　　　 ○○○○○○○○○○○○○○……

（簡潔明瞭にまとめてください）
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